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論 文 内 容 要 旨

序 論

稲 、麦、落花生 な どの作物 は、生育 中に、 あるいは、収 穫後貯蔵 中 にカ ビに よ

る侵襲 を しば しば うける。近年 、そ れ らの糸状菌の産生 す るカ ビ毒 に よる食品原

料 や食 品の汚染が 、食品衛生 や農業生 産の上 で極 めて重 要な問題 であ る ことが明

らか にされて いる。 それ らのカ ビ毒 に よる中毒症 は、 ア フラ トキシ ンな どの様 に

肝 ガ ン引 き起 こす ことな ど種 々の障害 を引 き起 こす ことが知 られてい る。

日本人 の主食で あ る米 を安 全な食糧 として供給す る ことはきわ めて重 要 である。

特 に、比較 的長 期 間貯蔵 され る米 は、その間の カ ビ侵害 が知 られ、 時お りカ ビ毒

に よる汚染例 も報告 されて いる。 しか しなが ら、貯蔵米 に対す る防徴剤 の使用 は

その安全性 か ら問題 が あ り、 完全 な微生物 制御法 はまだ確 立 され ていな い。 した

が って、安全 な食糧 を供 給す るには 、カ ビ毒 汚染穀物 を減毒 あ るいは無毒 化 する

ことが、天然 資源 の有効利 用の立 場 か らも重要 と言 える。

米 は玄米 の形 態 で利用 される ことは少 な く、通常、携精(精 白)過 程で糠 区分

を除去 した後、 白米 と して食 され、糠 区分 も一部 は食 晶原料 あるいは家畜 の飼料

として利 用されて いる。 しか しなが ら、玄米 にお けるカ ビとカ ビ毒 の動態、 すな

わ ち、玄米粒 内部 にお けるカ ビ毒 の分布 や、汚染 カ ビの種 類や湿度 な どの貯蔵環

境条 件が菌糸 の侵 入性 や カ ビ毒 の分布 に与 える影 響 につ いては、 これ まで知 られ

て いない。

一方 、糸状菌 は細 菌 に比 して増殖 が緩慢 な こともあ り、そ の中毒 症 は微量 な カ

ビ毒 を長期 間摂 取 す るこ とに よって生 じる慢 性中毒症、 と りわ け発癌 が 問題 とな

る。最近、新 たな発癌性 カ ビ毒 も報告 されてお り、未知 のカ ビ毒 の検索 な ど生体

への影響 はの調 査 は今後 も重 要であ る ことを示唆 している。

以上 の ことから、本稿 で は、主 と して

1.貯 蔵 玄米 にお ける汚 染 カ ビの動態

2.貯 蔵 玄米 にお ける産生 カビ毒 の動態

3.カ ビ汚染米 、お よび カ ビ毒 の変異原性 など動物 生体へ の影 響

これ らにっ いて検討 を行 い得 られ た結果 を以下 に要約す る。
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本論

第一部 貯蔵玄米 における汚染カビの動態

第1章 貯蔵玄米粒における汚染カビ菌糸の侵入状態

常温倉庫内などでカビによる自然汚染をうけた貯蔵玄米粒の表面や粒へ内部 を

走査型電顕(SEM)に より観察を行ない、汚染カビの侵入状態を調べた。

更 に、貯蔵米の常在的な汚染カビ、5菌 種を玄米に接種 し、菌の種類や貯蔵

湿度条件(相 対湿度85及 び90%)に よる菌の粒内部への侵入性の影響を調べ

た。なお、玄米粒の縦断割面の模式図をそれぞれFig.1に 示 した。

1.果 種皮表面 の観察

いず れの試料米 にお いて も胚芽 部 をおお う果種 皮表面 は くぼみや問 隙を有 し、

そ こで は汚染 カ ビの増 殖が認 められた 。特 に、接種米 においては植物 母体 との接

点 にな って いた維 管束 に沿 って粒 内へ侵入 す る汚染 カ ビの菌糸が 明瞭 に観 察 され

た(Fig.2>。 これ に対 して、 デ ンプ ン胚乳 部(starchyendosperm)を 覆 うそれ は

比較 的平 滑で,汚 染 カ ビの明瞭な増殖 をみる ことは少 なか った。

2.米 粒 内部 の観察

イ)倉 庫貯蔵 玄米:汚 染カ ビの侵 入菌糸 は胚芽部(Fig.3),ア リュー ロン層.

Fig.4)及 び それ らに接 するデ ンプ ン胚 乳部 に集 中 して認 め られ た。特 に、胚芽

と胚乳部 とが接 す る空隙部 分 には多量 の菌糸 が存在 した(Fig.』5)。 侵入菌 糸の作

用 に よ り消化 を うけた胚乳 組織で はデ ンプ ン粒 を取 り囲んで いたプロテ ィンボデ

ィは消失 し、分解 作用 を うけたデ ンプ ン粒や胚乳 細胞壁 が認め られ た。

ロ)RH85%に お ける貯蔵米

60-120日 間 の貯蔵 においてA.versicolorを 除 けば、A.restrictus,

E.r些rum.A.flavus　 P.ci捻inumの いず れ ρ 接 種 カ ビ も胚 芽 組 線 へ 侵 入 し増

殖 する もの の、デ ンプ ン胚乳 部へは ほ とん どあ るいは全 く侵入 しなか った(Fig.

6)。 特 に、P.citrinumの 増殖 は比較 的弱 か った。 これ に対 して、A.versico1皿

はその 自然汚染 米の場合 と同様 に、胚 乳細胞 内へ侵入 しデ ンプ ン粒や プ ロテ イン
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Fig.1Diagramofthemidlongitudinalsectionofabrownrice

kernel:Endosperm(E),Aleuronelayer(A),Germ(G) ,Scutel一

lum(S),Caryopsiscoat(C),

(V).
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Figs.2-8Scanningelectronmicrographsofwarehouse-storedbrown

riceandexperimeta工lyfungus一 ・infectedricekernels.

Fig.2Surfaceofthecaryopsiscoatcoveringthegerm,showing

invadinghyphae(arrows)of∠ 馳restrictusintothe

remnantsofthevascularsystemofthe-brownricekernelwhen

keptat85%RHfor30daysafterinoculation.
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g.3Longitudinallyslicedsectionacrossthe.germofthe
ricekernel,showinghighlysporulatingfungus(arrows)in
thetissuesandcleistothecia(arrowheads}onthecaryopsis
coat.

g.4Transversesectionofthekernel,showingabundant
invadingmycelia(arrows)betweenthecoatandendosperm.The
structuresofaleuronecellswerealmostdestroyedbythem.
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Fig.5Longitudinallysectionacrossthegermoftherice,
showinganabundantmycelialmass(arrows)inthesmallvacant
spacebetweentheendospermandgerm.

Fig.6Longitudinallysectionofthebrownricekernel
,showing

fungalmycelia(arrows)ofEurotiumrubrumonthesurface

oftheendospermproximatetothegerm,butnonewithinthe

endospermwhe且keptat85傷RHfor70days.
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ボ デ ィを も消 化 し た。

ハ)RH90%に お け る貯 蔵 米

A.flavusとP.citrinu偲 の 接 種 玄 米 に つ い て15-60日 の 貯 蔵 試験 を行 っ た。

この 条 件 下 で は 、 い ず れ の 接 種 菌 も活 発 な増 殖 を行 っ た。A.flavusは 胚 芽 部 か ら

だ け で な く、 ア リ ュー ロ ン層 か ら も胚 乳 組 織 へ 侵 入 し た。 胚 乳 細 胞 に沿 って 侵 入

し たA.flavusの 菌 糸 は細 胞 相 互 を離 脱 さ せ 、 プ ロ テ ィ ン ボ デ ィや デ ンプ ン粒 を も

消 化 した(Fig.7)・ 。 これ に対 して 、P.citrinumの 侵 入 菌 糸 は 主 に胚 芽 部 、 及 び

果 種 皮 と胚 乳 部 との 間 の主 と して 表 層 部 に 観 察 さ れ 、 胚 乳 組 織 の 内部 で は ほ とん

ど み ら れ ず 、 さ き のA.flavusの 侵 入 パ ター ン と は や や 異 な っ た(Fig.8)。

第2章 糸状菌 の産生 す る玄米組織 の分解酵素 にっ いて

米粒 への侵入性 が異 なる とみ られ る、 カ ビ毒産 生菌 のA.flavus,P.citrinum,

P.viridicatu田,及 び好乾性菌類 のA,restrictusお よびE.rubru棚 の5菌 種 につ

いて、魏培養拍 出酵素 を用 いて植物細胞 壁 の構成 多糖 であ るキシラ ン、セル ロー

スお よびペ クチ ン質 な らび に米生 デ ンプ ンの分 解活性 の検討 を行 った。 いず れ の

供 試株 も程度 の差 はあれ、それ らの分 解活性 を有 し、増 殖 と連動 する ことを示 し

た。好乾性菌類 のA.・restrictus,E.rubrumは キシラ ン(Table1)、 ペ クチ ン'(

Table2)お よびデ ンプ ンな どいずれ の分 解活性 も他の3株 よ りも弱 か った。更 に、

玄米の果種皮 と胚乳組 織の両細胞壁調 製物 に対 する分解活性 にっいて も検討 を加

え たと ころ(Table3)、 供 試株 に よる分解率 の差 は、果種皮 の細 胞壁 よ りもペ クチ

ン質 に富 む胚 乳細胞 壁の場合 に顕 著 に現 れ た。す なわ ち、A.restrictus等 の好乾

性菌類 の米粒 内部 に対す る侵入性 が比較 的低 いは、 ペ クチ ンやキ シラな どの植 物

細胞壁構成 多糖 に対 する分解酵素 の活 性が弱 い ことがその一因 をな してい る もの

と推定 された。

第二部 米粒内部におけるカビ毒の分布状態と摘精によるカビ毒の除去

前述の毒 カ ビ汚染玄米(倉 庫 貯蔵 米お よびA.flavus,P.citrimlmのRH85

%な らび に90%保 存米)の 粒 内部 にお けるカ ビ毒の分布 を蛍光顕微鏡 を用 いて

観察 した。さ らに、 それ らの カ ビ米 を榴 精 し、白米中 に どの程度 カ ビ毒 が残 留 す
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Fig.7LongitudinallysectionoftheendospermofA.flavus-

infestedbrownricekernelwhenkeptat90XRHforsixdays,
showinginvadingmycelia(largearrows)alongtheendosperm
cellsandpartiallydigestedcellwalls,starchgranulesand

proteinbodies(smallarrows)surroundingthem.Thecells
werelikelytoseparatefromeachother.

Fig.6CrosssectionofP:citrinum-infestedbrownrice
kernelwhenkeptunderthesameconditionsdescribedabove
for45days,showingabundantmycelia(arrows)betweenthe
caryopsiscoatandendosperm,butrareinthemajorportion
ofthetissue.Aleuronegrainsandlipidbodiesdisappeared'i
nthealeurone.

Abbreviation:V;remnants,ofvascularsystem,C;caryopsis
coatA;aleuronelayer,G;germ,E;endosperm,
S:starchgranule,W;wallofendospermcells.

Scales:U'indicatesum.
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るかにつ いて検討 を加 えた。

イ)常 温倉庫 貯蔵(A.versicolor自 然汚 染)玄 米粒 におけ るス テ リグマ トシ

スチ ンの分布

ステ リグマ トシス チ ンに よる蛍光 は、主 と して米 粒 の胚 芽、 ア リュー ロ ン層 な

らび にそれ らに接 す るデ ンプ ン胚乳 部 、殊 に胚芽 部周 辺 に強 く認 め られ た(Fig.

9)。 このカ ビ米 を通常 の歩留 りで握精 す る と(91-93%、 指精 歩留(%)

=白 米重量 ÷もとの玄米重量x100) 、 も との カ ビ毒 の30%近 くが糠 区分 に

回収 された。歩留 りを低下 させ るにつれ 、白米 中のス テ リグマ トシスチ ンの含量

も低下 したが、完全 に除去す るこ とはで きなか った(Table4)。

これ らの結果 は、 カビ毒 が粒 の表 層部付近 に集中す る との蛍光顕 微鏡観察結 果 』

や、SEMの による侵入の観察結果 と一致 した。℃ の ことは、 ステ リグマ トシス

チ ンの分布 が菌糸 の侵入状態 と一致 す る ことを示 して い る。一方 、糠 区分 にお け

るこの毒 素の濃度 は もとの玄米(3.8-4.3ppm)の 約2-r5倍 に達 した。

ロ)A.flavusお よびP.citrinum接 種RH85%保 存米 粒 にお けるカ ビ毒 の分

布

A.flavus汚 染米粒 にお けるアフラ トキ シンによる蛍光 は、胚芽 な らび にア リュ

ー ロン層 に認 め られ たが、 デ ンプ ン胚乳部 ではほ とん どあ るいは全 く観察 され な

か っ一た(Fig.10)。 この カビ米 を揺精 して得 られ た白米 において、 ア フラ トキ シ

ンは45日 間貯蔵 の場合 には完全 に糠 区分 に除去 され検 出されなか ったが、60

日間貯蔵で は残存 した(Table5)。 一方 、P.citrinum汚 染米粒 では、 この条件

下 で90日 間保 存 して もシ トリニ ンの蛍 光 は観察 されず 、 また、化学分 析で もこ

の毒素 は検 出されなか った。

ハ)A.flavusお よびP.citrimlm接 種RH90%貯 蔵 米粒 におけるカ ビ毒 の分

布 ノ

A.flavus汚 染米粒 でのア フラ トキシ ンによる螢光は、Fig.8の 汚染米 と同様 に

胚 芽、 ア リュー ロ ン層更 にはそれらに接 する胚 乳組織 内部 で も観察 された。 この

カ ビ米 を掲精 時闇 を一定 に して揺精 する と、貯蔵期 間の経過 と共 に歩留 りの低 下

がみられ、汚染カ ビの侵 入に よる胚乳組織 の崩壊 が進 行 してい ることを うかが わ

せ た。 この汚染米 で も揺 精に よるカ ビ毒 の完全 な除 去 は困難で、15日 間貯蔵 の
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tosterigmatocystininthesurfacelayerofthekernel,
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慧 謹i

Fig.10A ,_:flavus-infectedricekernelwhenkeptat85%RHand'

280Cfor45days,showipgfluorescentε:Lowduetoafユatoxi孕

inthegerm,butnotrareintheendosperm.

Fig.iiP.citrinum-infectedricekernelwhenkept
28ｰC45days,showingfluorescence(arrows)due
liningtheendosperm.

at90%RHand

tocitrininout一

Table5MillingYieldandContentofAflatoxinsinM311edRiceandRice

B・a・PlusP・li・hF・ ・cti・nM・d・fr・mム ・・e・πmU・ 麟"星nfer㌻ed

BrownRiceStoredatAbout85yRHand28ｰC.

11㍉cubaし 玉on

Period

iDay)

M器2萱
Frad、 。n

tip

Weightb

く9)

Concentraもio協of

AflatoxiPS(ng/9)

nici

Sしoredaし.85%RH

0 ● ・ ・ ● ● ■ 0 0

15

30

95

so

91.3

sa.a

85.4

83.3

Milledrice
Ricebran

Milledrice

Ricebran

Mailedrice

R玉cebran

Milledrice

Ricebran

iz.s

1.2

12.2'

1.6

ユ2.3

2.1

12.O

z.z

O

O

0

04

O

O42

20

2,620

0

0

0
0

.

01

0
008

40

5,310

a:Millingfor6min. b:Wetbasis.
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場合 は もとの玄米 中の毒素 の約1Q%が 白米 中に残留 した。 これ に対 して、』

itrinum汚 染米粒 にお ける シ ト.リニ ンの蛍 光 は・胚芽 な らびにア リュー ロン層 付近

でみ とめ られ たが(Fig.11)、 胚乳 内部で は比較 的少 な か った。 この汚染米 の貯

蔵 経過 に伴 う指精歩留 りの低下 はみ られ なか った。 この汚染玄米 にお いて も描 精

によるカ ビ毒 の完全 な除去 は困難 であ った。

第三部 カビ毒における変異原物質の検索 とカビ米の生体への影響

第1章 カ ビ毒 にお ける変異 原物質の検 索

1)Amestes七 による検 索

ア フラ トキ シンな ど21種 のカ ビ毒 につ いてAmestestに より変異原性 試験 を行

い、結果 をTable6に 示 した。 検出微生物 と しては、TA-100(塩 基置換型 感受 性)

株 を、S9は フェノバル ビター ルによ り誘導 した もの をそ れぞれ用 い た。

明か に変異 原性 が み られ たのはア フラ トキ シンB1,G1に は明か な、 また、

B2お よびステ リグマ トシスチ ンには弱 い変 異原性が認 め られ、 これ までの報告

と一致 した。 これ まで、Amesテ ス トで変 異原 が報告 されて いた アフ ラ トキシ ンG

2、 麹 酸 な らびにエ ポキ シ環 を有す るPR一 トキ シンは(PR-toxin)今 回陰 性 で

あ った。 この他 、ニバ レノー ル(nivaleno1)を 含 め他 の供試 カ ビ毒 も陰性で あ っ

た。

2)カ ビ毒 の極 微弱発 光測定

それ らのカ ビ毒 にっ いて、低波長域(400-500nm)に 感度特 性 を有 す る

OX-71を 用い た極微 弱発光(chemiluminescence)の 測定結 果 をTable7に 示

す。S9はAmestestと 同様 の もの を用 いた。対照値 の30%を 越 えて発光 がみ られ

たの はア フラ トキ シ ン類 、 ステ リグマ トシスチ ン、PR一 トキシ ンお よびシ クロ

ピア ゾン酸 であ った。特 に、 アフラ トキ シンB1で は反応 開始 後11-12分 に

発 光の ピー クが観 察 され た。 シクロ ピアゾ ン酸 を除けば、 それ らの毒素 は今 回、

ある いは これまでAmes七es七 陽性 を示 したカ ビ毒で あ り、 極微弱発光 とAmesテ ス

トの結果 はほぼ一 致 して い る と言 える。 トリコテセ ン系化合物 の フザ レノンーX

も比 較的 強い発 光が観察 され た。

これ らの結 果か ら、極 微弱発光 の測定 は変異原性測定 の ス ク リー ニ ング法 とし
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Table 6Mutagenicactivityofmycotoxininthe

tvvhimuriumassaywithTA1.00.

Salmonella

Revertants/plates

Mycotoxin 10ｵg/plate 100Rg/plate

bAflatoxinBl

AflatoxinGl

AflatoxinB2

AflatoXinG2

Sterigmatocystin

OchratoxinA

KojicAcid

SecatonicacidD

Luteoskyrin

Glyseofulvin

PR鱒toxin

RubratoxinB

Patulin

Penicillicacid

Citrinin

CyciopiazonicAcid

Moniliformin

Zearalenone

T-2toxin

Nivalenal

FusarenonX

Control

U.6.、C(.ld

312(+)

248(+)

191(一)

246(+)

139.(一)

134(一)

136(一)

147(一)

110(一)

179(一)

142(一)

89(一)

127(一)

121(一)

110く 一)

134(一)

125(一)

138<一)

104(一)

131(一)

120

23330<+)

9320(+)

260<+)

177C一)

324(+)

119(一)

ユ10.(」 》

129(一)

102(一)

102(一)

175(一)

150(一)

95<一)

109(一>

110(一)

131(一)

146t一)

138(一)

112(一)

101(一)

130(一)

Phenobarbitarl-inducedSgfractionwasusedinthereactionmixtures.

a:Averageof2plates.b:2ｵgandlUｵgperplatewasaddedin

placeofIUｵgandlOOｵg,respectively,inthecaseofaflatoxin

B1..c:騨ablel解 「9∵Ulbl∵=?1。O瓢..fc岬'
."『10　 .
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Table71ntensityofchemiluminescenceof

systemfor20min.

mycotoxininSgmix

Incubationtime(min)

Mycotoxin 。 疇
.9。。1、;,美0、。121フ51話 、。15

一20 Total

Intensity

AflatoxinBl

AflatoxinGl

AflatoxinB2

AflatoxinG2

Sterigmatocystin

OchratoxinA

Kojicacid

SecalonicacidD

Luteoskyrin

Glyseofulvin

PR-toxin

RubratoxinB

Patulin

Peniciilicacid

C三trinin

Cyciopiazonicacid

Moniliformin

Zearalenone

T-2toxin

Nivalenol

FusarenonX

Control

7

0

8

6

8

6

3

1

1

6

8

5

4

3

3

2

1

0

5

2

2
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2

2

2
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て、用 い得 るこ とを示 した。

第2章 カビ米 の生体へ の影響

ス テ リグマ トシスチ ン産生A.versicolorを 玄米 に接種 した後、RH90%で2

カ月間保存 して カ ビ米 を得 た。 それを粉砕後、脂 肪酸や ビタ ミン類 を添加 して調

製 した餌 を24時 間絶食 させ た後の ネズ ミ(BDF1系 、C3H/Ileお よびICR系)に 投与

し、その影響 をみ た。なお、その時 のステ リグマ トシスチ ンの濃度 は 約0.6p

pmで あった。 ネ ズ ミはいずれの系で も投与 開始後2-3日 で この餌 の摂食 を忌

避 した。 この餌 に、 さらに藍糖 を3-5%加 え組成 を変 えて投与 したが、 同様 の

結 果で あった。

第4部 総含 的総 括

カ ビ毒 汚染玄米粒 にお ける毒素 の分布 は侵入菌 糸の それ とほぼ一致 した。 すな わ

ち、胚芽部 周辺 を中心 とす る粒表層部 に ほぼ局在 したが、菌種 や保存湿度条件 に

よる菌 糸の侵入度の差異 を反映 した。 これ らの ことは、米粒内 におけるカ ビ毒 の

分布 は、菌糸の分布 状態 に規定 される もの と見 られ る。

それらの汚染米 を捻 精す ると、汚染 が極 めて軽度 な場合 には毒素 はほぼ完全 に糠

区分 に除去 され るものの、重度の場合 には完全 に取 り除 くことはで きず多少 白米

中に残 留 した。他方 、糠 区分の カビ毒 の濃度 は もとの玄米 の数倍 に達 した。

カ ビ毒 の中でア フ ラ トキ シンB1,G1,B2,ス テ リグマ トシスーチ ンには

Amestestで 変異原 性が認 め られた。 また、それ ら変異原性 のカ ビ毒 などは、ネズ

ミの肝抽 出物(S9)と 反応 させる ことに よ り程度 の差 はあれ極微弱発光 が検 出さ

れ た。

ステ リグマ トシス チ ン産生A.versicolor汚 染 玄米 を主成分 として調製 した餌 を

ネズ ミに与 えると、数 日間で摂食 を忌避 した。

この様 に、糸状菌 の産生 す る代謝産物 の中 には変異原 性 をはじめ動物 の生 体 に

様 々な有害な作 用 を有 する ものが ある。貯蔵 玄米 は、通 常、 白米 と して食され て

いるが、福精の過程 はカ ビ毒 を除去 し、減毒 、 あるいは無 毒化す る役割 を果 た し

てい ることが明か とな った。 しか しな が ら、貯蔵米 の微 生物制御 が完全 でない今

日、食糧 の安全性 には充分 な注意が必要 であ る。
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審 査 結 果 の 要 旨

日本人の主食である米を安全な食糧として供給することはきわめて重要である。特に,比 較的

長期間貯蔵される米は,そ の間にカビによる侵襲があ り,時 お りカビ毒による汚染例も報告され

ている。米におけるカビとカビ毒の動態,す なわち,米 粒内部におけるカビ毒の分布や,汚 染カ

ビの種類や湿度などの貯蔵環境条件が菌糸の侵入やカビ毒の分布に与える影響についての知見は

意外に少ない。本論文はこの点に着 目し,貯 蔵中における米の糸状菌による劣化,と くに糸状菌

の産生する有毒代謝産物による汚染について検討 したものである。本論文は3部 からなっている。

第1部 では,貯 蔵玄米における汚染カビの動態にっいて検討 している。すなわち,カ ビの侵入

は,胚 芽部周辺を中心とする粒表層部にほぼ局在 しており,菌 糸の侵入度の差異は菌種や保存湿

度条件によることの実態を明らかにした。

第2部 では,貯 蔵玄米における産生カビ毒の動態について検討し,カ ビ毒汚染玄米粒における

毒素の分布は,侵 入菌糸のそれとほぼ一致 しており,米 粒内におけるカビ毒の分布は,菌 糸の分

布状態に規定されることを示した。また,そ れらの汚染米を掲精 しても,汚 染が重度の場合に

は,完 全に取 り除 くことはできず,多 少白米中に残留することを示す とともに,糠 区分のカビ毒

の濃度はもとの玄米の数倍に達 していることを明らかに した。

第3部 ではカビ汚染米,お よびカビ毒の変異原性などの動物生体への影響について検討を行っ

た。カビ毒の中でアフラ トキシンーB1,G1,B2,ス テリグマ トシスチンにはAmestestで 変異原性

が認められたが,こ れら変異原性のカビ毒などは,ネ ズ ミの肝抽出物(S-9mix)と 反応させ

ることにより,程 度の差はあれ極微弱発光が検出されることを明らかに した。また,ス テ リグマ

トシスチン産生A.versicolor汚 染玄米を主成分として調整 した餌をラットに与え,動 物への影響

を検討 したが,数 日後にはラヅトはこの摂食を忌避するようにな り,飢 餓状態になっても摂食せ

ず,そ の影響を観察することは出来なかった。ラットでは忌避作用が見 られるのに,人 間のばあ

い,ア フラ トキシンの場合のように,カ ビ毒にたいして忌避反応が起 こらず,結 果的に発癌につ

ながっていることを考えると,毒 性試験の重要さを示唆しているといえよう。

本論文は,カ ビの米への侵害の実態を示 し,そ のカビ毒の分布やカビ毒の作用や特性などを明

らかにし,食 品衛生のみならず栄養学の領域で新 しい知見を提 出し,貢 献す るところが多 い。

よって著者は博士(農 学)の 学位を授与されるに充分の資格があると判定 した。
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